
45. 織物の縫製z 関 する研究（第i 報）

合繊織物における縫目の縮みについて
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1. 合繊織物，特に，テトロン・ナイロン織物の薄地

ものは，ミシンかけした場合，斜方向に縫ったものは，

縫い上がりがきれいであるが，たて・よこの方向に縫っ

たものは，みぐるしい縫い縮みを生ずる。これは，ミシ

ンの回転速度の如何にかかわらず起こる。この原因を探

究するため，次のような実験を行なった。

2.　試験布……テトロン・ナイロン織物（フィラメン

ト糸）平織・斜文織の二種を用いた。

ミシン針……市販のミシン針・試作のミシン金← 針

の先頭部の形状は， 尖っ たもの， 拠物線状 を な すも

の。一

縫糸……テトロン・ナイロン縫糸

試験布は，たて方向に，長さ90cm, 幅5  cm に切 り,

これを二つ折りにして,   lOOOrpm にてミシンがけを行な

い，次のような結果を得た。

3.   （1）ミシン針の先頭部の形状による影響 が 大 で あ

る。即ち，尖った形状のものが最もよく縫い縮み，市販

の針がこれに次ぎ，拠物線状をなすものは，縫い上がり

がきれいである。

(2）斜文織は，平織より縫い縮みが少ない。


